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こ ど も ・ 教 育

こ ど も ・ 教 育

沢
田
あ
き
ひ
と
議
員
（
新
し
い
流
れ
）

　

昨
今
の
報
道
に
よ
る
と
不
登

校
児
童
生
徒
の
低
年
齢
化
が
顕

著
に
な
り
、
そ
の
増
加
率
は
、

低
学
年
が
高
い
数
値
を
示
し
て

い
る
。
本
市
で
も
同
様
の
傾
向

が
見
ら
れ
る
か
。
ま
た
そ
れ
に

伴
う
親
の
離
職
に
つ
い
て
問
う
。

答　
不
登
校
児
童
数
に
つ
い
て

は
、
小
学
１
年
生
が
令
和
４
年

度
12
名
、
５
年
度
27
名
、
２
年

生
が
４
年
度
25
名
、
５
年
度
38

名
で
あ
る
。
４
年
度
か
ら
５
年

度
に
か
け
て
は
、
小
学
１
年
生

が
約
２
・
２
倍
の
増
加
、
２
年

生
が
約
１
・
４
倍
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

国
と
同
様
に
、
低
年
齢
化
の
傾

向
が
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
低
年
齢
化

に
伴
う
親
の
離
職
は
、
教
育
委

員
会
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。

不登校児童生徒
低年齢化が顕著 本市も同様か
国と同様の傾向がある

　２月定例会では、21人の議員が一般質問を行いました。

　各議員の持ち時間は１人60分（答弁含む）です。

　ここでは、１人１項目を選び質問・答弁を要約し、分野ごとにまとめて

掲載しました。

※ ２月定例会の一般質問は、２月19日に通告を締め切り、３月７日から５

日間の日程で行いました。

※ ２次元コードから一般質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。ご

覧いただけない場合は、恐れ入りますが議会事務局議事課までお問い合

わせください（０４７－７１２－８６７３）。

一般質問

国
松
ひ
ろ
き
議
員
（
Ｌ
Ｄ
Ｐ
市
川
）

　

市
は
私
立
幼
稚
園
等
の
未
就

園
児
教
室
に
参
加
す
る
第
２
子

以
降
の
利
用
料
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
令
和
７
年
度
の
当

初
予
算
で
は
私
立
幼
稚
園
等
未

就
園
児
教
室
利
用
支
援
補
助
金

の
対
象
範
囲
を
第
１
子
ま
で
拡

大
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
８

年
度
以
降
も
補
助
事
業
を
継
続

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
の
点

未就園児教室利用補助

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
本
事
業
を
６
年
度
に
開
始

し
た
こ
と
で
、
保
護
者
の
育
児

負
担
の
軽
減
や
児
童
が
通
う
施

設
の
選
択
肢
の
増
加
と
い
っ
た

効
果
が
見
込
め
る
こ
と
に
加
え
、

施
設
や
利
用
し
た
保
護
者
か
ら

好
意
的
な
意
見
を
も
ら
っ
た
。

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
声
が
あ

れ
ば
、
本
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

第
１
子
ま
で
範
囲
拡
大 

８
年
度
以
降
は

補
助
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

加
藤
圭
一
議
員
（
創
生
市
川
・
自
民
党
第
２
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
特
定
非
営

利
活
動
の
実
施
を
主
た
る
目
的

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
定

の
政
党
や
議
員
等
を
応
援
、
支

持
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
ら
に
反
対
す
る
よ
う
な
政
治

活
動
は
制
限
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

活
動
に
法
令
違
反
等
の
疑
義
が

生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
ど

ＮＰＯ法人

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
本
市
に
主
た
る
事
務
所
が

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
特
定
非

営
利
活
動
促
進
法
に
違
反
す
る

疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
千
葉

県
の
所
管
部
署
が
対
応
の
窓
口

と
な
る
。
千
葉
県
知
事
は
、
必

要
に
応
じ
て
、
法
人
に
対
し
て

報
告
や
改
善
措
置
を
求
め
る
こ

と
や
、
認
証
の
取
り
消
し
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

法
令
違
反
等
の
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は

県
が
報
告
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
と
だ
ゆ
う
な
議
員
（
鳳
桜
会
）

　

令
和
６
年
５
月
１
日
現
在
の

大
町
小
学
校
の
児
童
数
は
81
人

で
、
ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
る
と

10
分
の
１
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

集
団
生
活
を
学
ぶ
と
い
う
面
か

ら
す
る
と
児
童
数
を
増
や
し
て

い
く
べ
き
で
あ
り
、
方
策
と
し

て
大
町
地
域
の
市
営
住
宅
を
活

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

子
育
て
世
帯
が
入
居
を
希
望
す

大町小学校の児童数減少

る
際
の
配
慮
に
つ
い
て
問
う
。

答　
大
町
地
域
の
３
カ
所
の
市

営
住
宅
で
子
育
て
世
帯
が
入
居

可
能
な
住
戸
は
７
４
３
戸
あ
り
、

入
居
の
順
番
は
、
入
居
希
望
者

の
住
宅
困
窮
度
を
点
数
化
し
た

上
で
の
登
録
順
と
し
て
い
る
。

点
数
化
に
当
た
り
、
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
そ
の
人
数
に
応
じ

て
加
点
し
、
未
就
学
児
が
い
る

場
合
は
更
に
加
点
を
し
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
の
市
営
住
宅
入
居 

配
慮
は

登
録
時
に
子
ど
も
の
数
な
ど
で
加
点

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

本
市
で
は
、
終
戦
60
周
年
に

当
た
る
平
成
17
年
か
ら
、
市
立

中
学
校
の
生
徒
を
長
崎
や
広
島

に
派
遣
す
る
「
平
和
学
習
青
少

年
派
遣
事
業
」
を
５
年
に
一
度

実
施
し
て
い
る
。
県
内
に
は
毎

年
派
遣
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
毎
年
派
遣
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
本
派
遣
事
業
は
、
限
ら
れ

青少年派遣事業

た
財
源
を
よ
り
効
果
的
か
つ
長

期
的
に
使
う
と
い
う
観
点
か
ら
、

毎
年
で
は
な
く
、
節
目
の
年
に

絞
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
し
か

し
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
く
上
で
意
義
深
い
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
令
和
７
年
度
の
事
業
実

施
後
の
派
遣
効
果
を
見
極
め
、

そ
の
後
の
実
施
手
法
等
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

派
遣
を
毎
年
行
う
考
え
は

派
遣
効
果
を
見
極
め
調
査
研
究
し
て
い
く

つ
か
こ
し
た
か
の
り
議
員
（
市
川
維
新
の
会
）

　

令
和
７
年
１
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

報
道
に
よ
る
と
、
６
年
中
に
自

殺
し
た
児
童
生
徒
は
過
去
最
多

と
の
こ
と
で
あ
る
。
悩
み
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
自
殺
対
策
の
取
り
組
み

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答　
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育

相
談
強
化
期
間
を
早
い
段
階
で

児童生徒の自殺対策

設
け
る
こ
と
な
ど
の
指
導
助
言

を
校
長
会
議
で
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
各
学
校
で
は
、
命
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
活
動
を
推
進

し
、
定
期
的
な
教
育
相
談
を
行

う
な
ど
、
自
殺
予
防
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
保
護

者
と
の
連
携
を
含
め
、
大
人
が

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め

る
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
な
ど

が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
は

定
期
的
な
教
育
相
談
な
ど
を
実
施

中
村
よ
し
お
議
員
（
公
明
党
）

　

「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
」
の
導
入
に
お
い
て
は
、

新
た
な
窓
口
の
シ
ス
テ
ム
と
、

国
準
拠
で
標
準
化
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
と
の
デ
ー
タ
連
携
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
国
の
シ
ス
テ

ム
標
準
化
に
対
す
る
本
市
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
本
市
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化

書かない窓口

の
進
捗
と
し
て
、
住
民
情
報
の

基
本
と
な
る
住
民
記
録
、
印
鑑

登
録
及
び
国
民
年
金
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
５
月

の
連
休
明
け
か
ら
、
国
が
仕
様

を
定
め
た
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
基
幹
業
務
に
係
る
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
標
準
準

拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
向
け

て
順
次
準
備
を
進
め
て
い
る
。

国
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
対
す
る
進
捗
は

順
次
準
備
を
進
め
て
い
る

小
山
田
な
お
と
議
員
（
公
明
党
）

　

児
童
生
徒
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育
の
体
系
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ

と
や
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
に

つ
い
て
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育
の
体

系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
作
成
し

ＳＮＳ教育

て
い
な
い
が
、
他
自
治
体
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

児
童
生
徒
に
と
っ
て
有
効
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
教
育
の
在
り
方
を
今
後
も

調
査
研
究
し
て
い
く
。
家
庭
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
、
情
報
モ

ラ
ル
啓
発
に
関
す
る
資
料
を
、

学
校
を
通
じ
て
保
護
者
に
提
供

し
、
家
庭
と
学
校
が
共
通
認
識

の
下
で
児
童
生
徒
を
指
導
す
る

こ
と
で
、
連
携
を
進
め
て
い
く
。

学
校
と
家
庭
と
の
連
携
は

保
護
者
に
資
料
を
提
供 
連
携
を
進
め
る

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

令
和
７
年
１
月
３
日
付
の
新

聞
記
事
に
よ
る
と
、
市
長
は
、

定
例
記
者
会
見
の
場
で
冨
家
薫

議
員
の
情
報
漏
え
い
問
題
に
つ

い
て
「
議
員
と
し
て
や
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
た
と
い

う
事
案
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

議
員
の
実
名
を
挙
げ
、
公
の
場

で
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
長
に
は
説
明
責
任
が
あ
り
、

市長の発言と説明責任

一
方
、
冨
家
議
員
も
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

仮
に
反
論
等
を
し
な
け
れ
ば
、

市
長
の
発
言
は
真
実
と
の
推
定

が
強
ま
り
、
冨
家
議
員
は
辞
職

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、
市

長
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
つ
い
て
や
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
評
価
し
た
の
か
。

答　
記
事
は
読
ん
だ
が
、
今
こ

の
場
で
の
説
明
は
困
難
で
あ
る
。

冨
家
議
員
の
情
報
漏
え
い
問
題 

市
長
の
評
価
は

今
こ
の
場
で
の
説
明
は
困
難
で
あ
る

平 和 行 政

※会派名は、一般質問実施時点のものとしています。


